
令和２年度第９回 地域連携推進機構運営会議 議事次第 
 
日 時：令和２年１０月１５日（木） １０：００～１１：００ 
場 所：第一会議室 
 
 

【議題】  

＜審議事項＞ 資料番号 

１ 令和２年度戦略的重点配分経費「戦略的地域連携推進経費」事業の計画について 審議１ 

２ 令和２年度戦略的重点配分経費「戦略的地域連携推進経費」の執行計画について 審議２ 

３ 令和３年度計画予算における所要額等の積算について 審議３ 

４ 沖縄市「運動・スポーツ習慣化促進事業」について 審議４ 

５ その他  

＜報告事項＞  

１ 令和２年度地域連携推進機構予算執行状況について 報告１ 

２ 第４回未来共創フォーラム開催報告について 報告２ 

３ 第５回未来共創フォーラムの開催について 報告３ 

４ その他  

 
 
※参考資料 

・ 地域連携推進機構運営会議 委員名簿（令和２年４月１日時点）（参考資料１） 
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令和２年度第８回 地域連携推進機構運営会議

議事要旨

日 時：令和２年９月１８日（金） １４：００～１４：４５

場 所：第一会議室

出席者：牛窪 潔（機構長）、竹村 明洋（副機構長）、背戸 博史（地域共創企画室）、柴田 聡史（地域

共創企画室 准教授）、小島 肇（地域共創企画室 特命准教授）、島袋 亮道（地域共創企画室

特命准教授）、満尾 俊一（総合企画戦略部長）、仲里 隆司（総合企画戦略部 地域連携推進

課長）

欠席者：畑中 寛（地域共創企画室 特命准教授）

陪席者：崎山 英樹（課長代理）、金城 まなみ（企画係長）、赤嶺 雅哉（地域連携推進係長）

※審議に先立ち、７月１４日開催の第４回、7 月１７日開催の第５回、第６回（メール会議）及び第

７回（メール会議）の運営会議の議事要旨案について確認があり、了承された。

＜審議事項＞

議長から、次の４件の事項について審議を行う旨提案があり、説明の上、審議を行った。

１．令和２年度離島 ICT 実証実験事業について 
崎山課長代理から、資料（審議１）に基づき、令和２年度離島 ICT 実証実験事業の事業計画及び予

算案について説明があった。

引き続き、背戸地域共創企画室長から、補助事業の背景として、子どもがいる家庭の経済的負担も

追加記載すること、また、今年度は恒常的に活用できる機器を附属中学校等に設置し、子どもだけで

はなく教員の研修にも活用してきたい旨の補足説明があった。

審議の結果、提案のとおり、了承された。

２．令和２年度プロジェクトシート８月確認について

崎山課長代理から、資料（審議２）に基づき、説明があった。

審議の結果、提案のとおり、了承された。

なお、委員から、今年度前半については、当機構の取組が社会人を対象にしているために、コロナ

禍で実施できないことも多かったが、一方、オンラインを用いることによって発信先を広げられるよ

うになったと考え、今後の取組を検討していきたい旨の発言があった。

３．地域連携推進機構が実施する公開講座について

背戸地域共創企画室長から資料（審議３）に基づき、説明があった。

審議の結果、提案のとおり、了承された。
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４．第４回、第５回未来共創フォーラムについて 
牛窪機構長から、資料（審議４）に基づき、第４回（１０月１０日開催）及び第５回（１１月７日

開催）の未来共創フォーラムについて説明があった。 
 
平敷監事から、首里城再興学術ネットワークシンポジウムの活動と国や県の首里城復元とどのよう

に関りがあるか質問があり、ネットワークを担当する富永特命教授から、沖縄県が掲げる琉球文化の

ルネサンス的な方針のとおり、単純な復元だけではなく、息長く学術的な貢献ができるような活動と

したい旨の発言があった。 
 
審議の結果、提案のとおり、了承された。 

 
 
 

＜報告事項＞ 
 
１．令和２年度地域連携推進機構予算執行状況について 
 仲里課長から、資料（報告１）に基づき、報告があった。 
 
２．研究企画室・地域共創企画室合同会議について 
 牛窪理事から、資料（報告１）に基づき、９月２３日に開催する合同会議の内容について説明があ

った。 
 
３．経営協議会への新型コロナウイルス感染症への対応等の報告について 
 仲里課長から、資料（報告３）に基づき、報告があった。 
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令和２年度　戦略的地域連携推進経費事業の計画について（案）

戦略的重点配分経費-戦略的地域連携推進経費
経費 執⾏先 備考
地域協働プロジェクト推進経費 H30年度からの⽀援事業のうち継続事業へ配分 R2年度継続事業４件へ経費配分済み、実施中

正課科⽬における地域志向取組

地域共創型学⽣プロジェクト（ちゅらプロ）

サテライト・イブニング・カレッジ事業（RSEC） R2年度は実施しないことを決定

知のふるさと納税事業

地域協働萌芽プロジェクト⽀援

琉球⼤学未来共創フェア関連経費

地域貢献事業循環型モデル検討・調査等 離島ICT教育実証実験事業の学内負担分

戦略的地域連携推進に係る運営・⽀援(物件)

アドバイザリースタッフ派遣事業

地域志向活動トライアル経費
※公募型

地域連携⽀援体制構築強化経費
※⾮公募型

アクティブシンクタンク学内負担分として配分済み、実施中

審議１　1/1 4/53

kikaku01
テキストボックス
審議１



戦略的重点配分経費-戦略的地域連携推進経費
経費 執⾏先 配分額(R2) 配分額(R1) 備考
地域協働プロジェクト推進経費
(2,890千円）

H30年度からの⽀援事業のうち継続事
業へ配分

2,890 4,000 R2年度継続事業４件へ配分済み

正課科⽬における地域志向取組 0 700

地域共創型学⽣プロジェクト（ちゅら
プロ）

0 300

サテライト・イブニング・カレッジ事
業（RSEC）

0 2,000 R2年度は実施しないことを決定

知のふるさと納税事業 0 2,000
地域協働萌芽プロジェクト⽀援 4,750 2,000
琉球⼤学未来共創フェア関連経費 0 1,000
地域貢献事業循環型モデル検討・調査
等

1,000 2,400
離島ICT教育実証実験事業の学内
負担分

戦略的地域連携推進に係る運営・⽀援
(⾮常勤職員⼈件費)

1,800

戦略的地域連携推進に係る運営・⽀援
(物件)

1,500 1,500

アドバイザリースタッフ派遣事業 3,500 3,500
計 13,640 21,200

【以下、参考⾒積り】
◆遠隔授業、会議⽤システム等

単価 個数 ⾦額
RICOH Interractive whiteboard D5530 550,000 1 550,000
5000lmプロジェクタ RICOH PJ UHL5970 400,000 1 400,000
Zoom教育⽤プラン 20ホスト、1年分 242,000 1 242,000

ﾕﾆﾌｧｲﾄﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ﾏｲｸｽﾋﾟｰｶｰｼｽﾃﾑ
YVC-1000

100,000 1

YVC-1000⽤拡張ﾏｲｸ 24,900 1
180°視野⾓4kカメラ Jabra Panacast 92,000 1 92,000
⾃⽴スクリーン(120インチ) ﾓﾊﾞｲﾙｽｸﾘｰﾝ(120ｲﾝﾁ､16:10) 80,000 1 80,000
制御⽤PC HP(Inc.)(6UP89PA#ABJ) 70,000 1 70,000
遠隔⽤モニタ LCM5002S 本体(ユニテク) 50,000 1 50,000

ビデオ会議⽤スタンド
業務⽤ディスプレイスタンド PH-810シ
リーズ

43,000 1 43,000

書画カメラ 4Kコンパクト書画カメラ MX-P2 32,000 1 32,000
31,000

合計 1,714,900

◆機構教員⽤PC
単価 個数 ⾦額

Microsoft Surface Pro X 1X7-00024 225,540 5 1,127,700
合計 1,127,700

アクティブシンクタンク学内負
担 計5,000千円
※配分済み

備品名・品名等

マイク・スピーカー

備品名・品名等

令和２年度　戦略的地域連携推進経費執行計画について（案）

地域志向活動トライアル経費
(千円)
※公募型

地域連携⽀援体制構築強化経費
(千円)
※⾮公募型

124,900

その他

【配分額合計：13,640千円 】
13,640千円 ー2,890千円（地域協働プロ）ー 5,000千円（ｱｸﾃｨﾌﾞｼﾝｸﾀﾝｸ学内負担分）＝ 5,750 千円
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令和2年9月24日　財務企画課作成

新型コロナウイルス感染症への対応を踏まえた財源確認資料（案）

単位：千円

うち
コロナ対応に伴う

留保可能額
備考

留保中の
各経費の予算額

留保
解除額

コロナ対応経費
返納額

留保解除額
+返納額

改め予算額

戦略的地域連携推進経費 19,200 15,700 地域連携推進課・金城企画係長調整済 3,500 2,890 7,250 10,140 13,640 71.0%

地域協働プロジェクト推進経費 3,200 3,200 0 2,890 0 2,890 2,890

地域志向活動トライアル経費 2,000 2,000 0 0 0 0 0

地域連携支援体制構築強化経費 14,000 10,500 3,500 0 7,250 7,250 10,750

（うち 機能強化経費学内負担） 5,000 1,500 教育学部への措置分3,500千円を除く 3,500 0 1,500 1,500 5,000

２０２０年度予算

①戦略的重点配分経費

審議２　2/2 6/53



（様式２-１）

部局名 地域連携推進機構

提出日

○新たに必要となる物件費 （単位：千円）

優先
順位

項目 内容
昨年度の

要求
措置期間 所要額

(A)

部局
負担額

(B)

要求額
(A)-(B)

備考

1
ICT機器を活用した離島
教育環境改善事業に係
る経費

ICT機器を活用した離島における遠
隔教育の実証事業に係る経費

継続 1,386 138 1,248

2
首里城再興学術ネット
ワークシンポジウム経
費

首里城再興学術ネットワークの活
動のうち、首里城再興に貢献する
研究発表（シンポジウム）や、
ワークショップの開催等、地域へ
の開放・還元活動に係る経費

継続 2,868 287 2,582

3 琉大首里城講座経費

首里城再興学術ネットワークの活
動のうち、後学期に開講予定の教
育プログラム「琉大首里城講座」
に係る経費

継続 506 51 455

4
開学70周年記念事業
「地域連携企画展」に
係る費用

2021年度に予定している開学70周
年記念事業「地域連携企画展」経
費のうち、外部委託費と新型コロ
ナウイルス感染症対策経費

単年度 6,051 605 5,446

計 10,811 1,081 9,731

＊　令和３年度に新たに必要となる物件費について、経費の内容を簡潔に記載願います。

＊　記載項目ごとに様式２-２を作成してください。

＊　該当がない場合も、「該当なし」で提出してください。

＊　昨年度も類似の要求を行った項目は、昨年度の要求欄で「有」を選択してください。

＊　単年度限りの要求となる項目は、措置期間欄で「単年度」、複数年度以上の要求となるものは「継続」を選択してください。

＊　所要額の１割以上を各部局にて負担願います。

＊　様式の変更・追加は行わないでください（行の追加は可能）。

参考　新たに必要となる経費　

◯ 各部局の実情により必要となる経費

・ 法令遵守のために必要となる講義室等の環境整備

・ 組織改組に伴う什器類の整備

◯ 要求年度にのみ実施する事業、式典等に要する経費

◯ 新規システム導入、改修に伴う経費 他

審議3　1/9 7/53
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（様式２-２）

部局名

○新たに必要となる物件費 （単位：千円）

優先
順位

項目 内容
昨年度の
要求

措置期間 所要額
(A)

部局
負担額(B)

要求額(A)-(B)

1
ICT機器を活用した離島教
育環境改善事業に係る経費

ICT機器を活用した離島にお
ける遠隔教育の実証事業に係
る経費

無 継続 1,386 138 1,248

（金額）

40

368

975

3

1,386

＊　項目ごとにシートをコピーして使用してください。

＊　見積書などの積算根拠、参考資料を必ず添付してください。

＊　様式の変更・追加は行わないでください（行の追加は可能）。

電話(内線)

＊　要求事項の内容がわかる担当者を記載ください。

新たに必要となる理由

① 現状及び課題
内閣府の沖縄人材育成事業補助金(ICTを活用した離島における遠隔教育の実証事業)において教育活動の制約、専科教員の不在、教員研修
機会の少なさ等の離島地域の教育課題と教育環境を改善するため実証実験を実施する。
② 整備・導入する必要性
令和２年度より本学も本補助金の直接の対象となり実証事業を進めるにあたり本学の負担も必要となるため
③ 整備・導入することで改善・機能強化につながる内容
実証実験を実施することにより離島固有の教育課題と教育環境等の改善と遠隔教育の先進的なモデル輩出を目指しその普及拡大を行う。

積算内訳

（事項） （積算の考え方）

検証委員会等謝金 5,000円×2h×4回×1名

検証委員会等旅費 70,000円×3回×1名,78,000円×1回×1名,8,000円×1回×10名

遠隔授業システム一式

会議費

担当係 担当者氏名

計 千円

備考

※ライセンス及び保守費用は導入後も継続して措置が必要（保守は最大6年間）
※積算の詳細は添付の見積書参照
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品名 単価 数量

50V型4Kモニタ－ 50,000 2 100,000

ディスプレイスタンド55V型 43,000 2 86,000

BRIO 20,000 2 40,000

WEBカメラ用卓上スタンド 1,600 2 3,200

スピ－カ－フォン 49,000 2 98,000

モバイルスクリ－ン80ワイド型 50,000 2 100,000

4Kコンパクト書画カメラ 32,000 2 64,000

RICOH WX4241N 108,600 2 217,200

RICOH PJ インタラクティブキット　タイプ2 41,900 2 83,800

制御用PC  250G7 I5-8265U/15H/8500M/W10P/C 70,000 2 140,000

4K2K対応HDMI分配器 21,000 2 42,000

合計 974,200
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（様式２-２）

部局名

○新たに必要となる物件費 （単位：千円）

優先
順位

項目 内容
昨年度の
要求

措置期間 所要額
(A)

部局
負担額(B)

要求額(A)-(B)

首里城再興学術ネットワー
クシンポジウム経費

首里城再興学術ネットワーク
の活動のうち、首里城再興に
貢献する研究発表や、ワーク
ショップの開催等、地域への
開放・還元活動に係る経費

継続 2,868 287 2,582

（金額）

141

108

2,419

200

2,868

＊　項目ごとにシートをコピーして使用してください。

＊　見積書などの積算根拠、参考資料を必ず添付してください。

＊　様式の変更・追加は行わないでください（行の追加は可能）。

電話(内線)

＊　要求事項の内容がわかる担当者を記載ください。

① 現状及び課題
令和元年10月末に発生した首里城火災を受けて開催された同年12月22日の「首里城再興緊急学術シンポジウム」でその設立が提案され、

令和2年1月に本学の研究推進機構研究企画室と地域連携推進機構地域共創企画室を中心に準備室が設立された。本ネットワークは、（1）
組織の枠を超え首里城再興に学術面から貢献するプラットフォームの構築、（2）首里城再興に貢献する研究・教育の振興、および（3）
ネットワークの拡充を初期段階の目標として掲げている。

② 整備・導入する必要性
首里城再興学術ネットワークの活動を、地域へ開放・還元するために、公開講座やシンポジウムを開催するにあたって、登壇者の招聘

費用や新型コロナウイルス感染症対策のための経費が必要となる。
　特に、新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で、広く社会に開放するためには、WEB配信や広い会場の借用等の必要がある。

③ 整備・導入することで改善・機能強化につながる内容
首里城再興学術ネットワークの活動を、広く社会にアピールするとともに、ネットワークの拡大をはかる。

積算内訳

（事項） （積算の考え方）

登壇者招聘費用 １回２名×年３回程度を想定

会場借用費用 県立博物館で３回開催を想定

WEB配信の業者委託費
規模大きめ（カメラ4～5台使用）2回、規模小さめ（カメラ1台使用）
1回

ポータブルサーマルカメラ モニタ型AIサーマルカメラ109,780円×2台

計 千円

備考

積算の詳細は添付の見積書参照

担当係 担当者氏名

2
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シンポジウム＆公開講座 ⾒積もり
単価 計 総計 備考

謝⾦ 15,000 1.5 6 135,000
旅費 1,060 1 6 6,360

会場借⽤費⽤ 県⽴博物館講堂 4,500 8 3 108,000 108,000 年３回を想定
⼤規模（カメラ４〜６台） 1,074,150 2,148,300
⼩規模（カメラ１〜２台） 271,150 271,150

ポータブルサーマルカメラ 3R-TMC02 99,800 199,600 199,600 https://3rrr-btob.jp/archives/items/3r-tmc02

項⽬ 個数（時間数）、⼈数

講師 141,360
１回２名×年３回程度を想定
旅費は那覇市⇔琉⼤で計算

WEB配信の業者委託費 1 別添⾒積書参照2,419,450

2

2
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（様式２-２）

部局名

○新たに必要となる物件費 （単位：千円）

優先
順位

項目 内容
昨年度の
要求

措置期間 所要額
(A)

部局
負担額(B)

要求額(A)-(B)

3 琉大首里城講座経費

首里城再興学術ネットワーク
の活動のうち、後学期に開講
予定の教育プログラム「琉大
首里城講座」に係る経費

継続 506 51 455

（金額）

42

89

336
39

506

＊　項目ごとにシートをコピーして使用してください。

＊　見積書などの積算根拠、参考資料を必ず添付してください。

＊　様式の変更・追加は行わないでください（行の追加は可能）。

電話(内線)

＊　要求事項の内容がわかる担当者を記載ください。

計 千円

備考

※積算の詳細は添付の見積書参照

担当係 担当者氏名

外部講師招聘費用
県内非常勤講師 6,230円×1.5ｈ×4回＝56,070、那覇市往復旅費
1,060円×4名

大型バス借り上げ 44,500円×2回＝89,000円

カンファレンスカメラ一式 カンファレンスカメラ（中～大会議室対応用）一式

動画撮影機器 ウェアラブルカメラ1台

新たに必要となる理由

① 現状及び課題
令和元年10月末に発生した首里城火災を受けて開催された同年12月22日の「首里城再興緊急学術シンポジウム」でその設立が提案され、

令和2年1月に本学の研究推進機構研究企画室と地域連携推進機構地域共創企画室を中心に準備室が設立された。本ネットワークは、（1）
組織の枠を超え首里城再興に学術面から貢献するプラットフォームの構築、（2）首里城再興に貢献する研究・教育の振興、および（3）
ネットワークの拡充を初期段階の目標として掲げている。このうち、教育の振興として、令和３年度後学期に、本学学生に向けて共通教
育科目「琉大首里城講座」の開講を予定している。

② 整備・導入する必要性
・幅広い分野について学ぶため、外部講師の招聘を予定している。
・授業の中でフィールドワークを予定しているが、受講者40名程度（予定）が三密を避けて移動するため、60名以上が乗車可能な大型バ
スの借り上げが必要。
・現状、教育支援課より、感染リスクを懸念し対面授業を受けることを希望しない学生に対して別途必要な配慮が求められていることか
ら、授業をWEBで視聴できるようにすること、また、フィールドワークについては録画し、後日視聴できるようにする。

③ 整備・導入することで改善・機能強化につながる内容
この授業では、「首里城再興学術ネットワーク」に参画する学内外の研究者が、首里城に関する各分野の専門についてオムニバス形式

で講義することで、沖縄の地域資源である首里城や首里のまちづくり等について、本学との関りも踏まえて多面的に学ぶ機会を提供する
ことができる

積算内訳

（事項） （積算の考え方）
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琉⼤⾸⾥城講座経費 ⾒積もり
単価 計 総計 備考

謝⾦ 6,230 1.5 4 37,380
旅費 1,060 1 4 4,240
km 200 20 2 8,000
借上時間 4,500 9 2 81,000

カンファレンス
カメラ

Logicool Rally カンファレ
ンスウェブカメラシステム
(CC5000E)

336,092 336,092 336,092

ウェアラブルカ
メラ

OSMO ACTION 39,380 39,380 39,380

41,620

89,000 （往復20km+借り上げ9時間）×2⽇間

旅費は那覇市⇔琉⼤で計算講師

1

1

項⽬ 個数（時間数）、⼈数

バス借り上げ
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（様式２-２）

部局名 地域連携推進機構

○新たに必要となる物件費 （単位：千円）

優先
順位

項目 内容
昨年度の

要求
措置期間 所要額

(A)

部局
負担額(B)

要求額(A)-(B)

開学70周年記念事業「地域
連携企画展」に係る費用

2021年度に予定している開学70周
年記念事業「地域連携企画展」経
費のうち、外部委託費と新型コロ
ナウイルス感染症対策経費

単年度 6,051 605 5,446

（金額）

4,980

1,071

6,050,663

＊　項目ごとにシートをコピーして使用してください。

＊　見積書などの積算根拠、参考資料を必ず添付してください。

＊　様式の変更・追加は行わないでください（行の追加は可能）。

電話(内線)

＊　要求事項の内容がわかる担当者を記載ください。

計 千円

備考

積算の詳細は添付の見積書参照

担当係 担当者氏名

実施補助業務 2019年開催の未来共創フェア外部委託費を参照

体表面温度測定サーマルカメラ等
非接触サーモグラフィー１台、三脚１台、外付けモニター、非接触体
温計

新たに必要となる理由

① 現状及び課題
開学70周年記念事業「地域連携企画展」については、新型コロナウイルスの感染拡大を受け、2021年度以降に開催が延期となった。来年度の

開催に向け、
　記念事業計画においては、地域連携企画展への予算措置が4,000千円となっているが、2019年3月の未来共創フェアの実績からすると、予算が
足りない可能性があり、また、記念事業の予算についても新型コロナウイルス感染症に係る学生支援を重点的に措置することとなっているた
め、新たに必要経費を要求する。

② 整備・導入する必要性
三密を避けた開催とするため、収容人数の大きい会場を借り上げ、設営等については外部委託する必要がある。
また、感染リスク軽減のため、来場者の検温を実施する必要があり、非接触で最大20人まで測定可能なサーマルカメラを設置する。

③ 整備・導入することで改善・機能強化につながる内容
開学70周年記念事業「地域連携企画展」はWith/Afterコロナ禍の環境下で開催することになる。地域の方々から「地域連携企画展」の内容は

もちろんのこと、運営方法ひいては本学の危機管理体制への関心が寄せられる中での開催が求められることから、今回の予算措置により、より
万全な感染対策の下での運営が可能となる。
　また当機構では、「地域とともに豊かな未来社会をデザインする大学」の実現に向け、本学が取り組む教育・研究・診療の成果を広く地域社
会に紹介し、地域社会とのコミュニケーションの場とを創出することによって新たな地域貢献活動を共創する機会とすることを目的として、未
来共創フェアの開催も行っている。（2019年3月に開催した未来共創フェアでは、１日で約1,200名の来場者があった。）
　今回の予算措置により得られる開催手法は、今後の未来共創フェアをはじめ、地域の方々が参加する大規模イベント開催の際の改善・機能強
化にもつながる。

積算内訳

（事項） （積算の考え方）

4
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◆サーマルカメラ⼀式⾒積もり
単価 個数 計 仕様

⾮接触サーモグラフィー ガンタイプカメラ DS-2TD2617B-6/PA 877,800 1 877,800 https://cpcam.jp/security/product/thermal/camera/ds-2td2617b-6_pa.html

三脚 DS2907ZJ 33,000 1 33,000 https://cpcam.jp/security/product/thermal/etc/ds2907zj.html

NEC  4K対応 55型パブリック液晶ディスプレイ  LCD-E557Q 129,863 1 129,863 https://kakaku.com/shop/1676/?pdid=K0000838363&lid=shop_itemview_shopname

⾮接触体温計 ⽪膚⾚外線体温計 MC-720 10,000 3 30,000 https://store.healthcare.omron.co.jp/item/MC_720.html

1,070,663

◆以下、未来共創フェア(2019.3⽉開催）の会場借⽤、外部委託費の執⾏実績

商品名・型番
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◎健康増進のための運動・
スポーツ習慣化の実践
◇女性
本市在住の女性を対象に、
スポーツ観戦の習慣化によ
る健康づくり、観戦前・後
に自転車によるチーム応援
店巡りを実施し、運動の
習慣化を目指す。自転車は、
女性でも運転がしやすい
電動のシェアバイクを活用
する。バッテリーは防災
活用も視野にいれ、沖縄職
業能力開発大学校、mobby、
Startup Lab Lagoonと産
学連携による開発を行う。

◎産学連携
◇琉球大学
本市と包括連携協定を締結し、各種事業
を実施。本事業では、ケイスリー㈱、
(一社)daimonと連携し、事業の経済波
及効果、ｿｰｼｬﾙｷｬﾋﾟﾀﾙ、行政コスト削減
等の社会的インパクト評価を担う。

【沖縄市】スポーツによる地域活性化推進事業（運動・スポーツ習慣化促進事業）

◎相談斡旋窓口機能
◇おきなわｽﾎﾟｰﾂｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ協会株式会社
本市が所有するコザ運動公園の指定管理者
であり、沖縄ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ病院をはじめ、
カルチャーセンター、ホテル、老人介護施
設、植物園等を医療法人タピックのグルー
プで経営。本事業では、コザ運動公園に、
理学療法士、アスレティックトレーナーの
有資格者を配置し、市民のスポーツを通じ
た健康増進のサポートを担う。

経済文化部観光振興課、健康福祉部市民健康課・ちゅいしぃじぃ課・障がい福祉課、
教育部市民スポーツ課、こどものまち推進部こども家庭課、市民部平和・男女共同課、
スポーツコンベンションシティ推進プロジェクトチーム

◇一般社団法人沖縄市観光物産振興協会
本市のスポーツコミッションとして、FC
琉球、琉球ゴールデンキングスのアウェー
ツーリズム等を実施。本事業では参加者の
受付、関係機関とのコーディネート機能を
担う。

◇早稲田大学
スポーツに関連する研究を数多く実施。
本事業では、H2L㈱と連携し、観戦者が
試合会場（リアル）と試合会場外（VR、
バーチャル）での観戦体験を比較検証し、
スポーツ観戦が参加者の健康にどのよう
な効果を与えるかの検証を担う。
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アウトプット活動 最終アウトカム初期アウトカム 中間アウトカム

市内在住の
社会的弱者と
呼ばれる女性

・ひとり親家庭
（シングル
マザー）
・生活困窮者
・障がい者

など

スポーツを
「みる」 観戦者数

スポーツを
継続して

見たいと思う
社会参画の
機会が増える

スポーツ観戦
機会が増える

地域の
スポーツチーム

を支える

地域への愛着や
誇りを
感じる

観戦前後に関連
したスポーツ
実施者数

健康・体力が
向上する

スポーツチーム
を支えたいと

思う
サポーター数

事業目標

普段接する機会の少ない市民（女性）のスポーツへの参画を促進し、スポーツ交流のまちづくりによる健康で活力ある
長寿社会の実現する

スポーツを
「ささえる」

地域との
つながりが
増える

健康で活力ある
長寿社会になる

自転車に乗る
機会が増える

活気と共感に
満ちたスポーツ
文化が地域に

根付く

対象

スポーツを
「する」

地域 地域を訪問する
人が増える

地域に経済的
効果が生まれる

スポーツ市場が
拡大する

スポーツを
「みる」 観戦者数

（人々が）
スポーツを
継続して

見たいと思う
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１．基本的な予算（9,160千円）
財源 ⽬的 予算配分額(R2) 執⾏済額 予算残⾼ 執⾏率 備考
⼤学運営費（その他） 教育基盤経費 1,067,000 272,502 794,498 25.54%

⼤学開放事業費 2,343,000 106,556 2,236,444 4.55%
研究基盤経費 1,363,000 276,631 1,086,369 20.30%

（内訳） 847,000 105,911 741,089 12.50% うち機構共通
516,000 170,720 345,280 33.09% うち教員研究費

⼀般管理費 4,351,000 4,637,183 -286,183 106.58%
※令和２年度限りサテライトキャンパス保守費3,671千円含む
※令和２年度限り窓⼝等感染対策経費の追加配分36千円含む

計 9,124,000 5,292,872 3,831,128 58.01%

２．戦略的重点配分経費-戦略的地域連携推進経費（新型コロナ感染対策予算留保により未配分）
経費 執⾏先 配分額(R2) 執⾏済額 予算残⾼ 執⾏率 備考
地域協働プロジェクト推進経費 H30年度からの⽀援事業のうち継続事業へ配分 2,890,000 2,890,000 - - ４事業（３学部）に配分⼿続き

正課科⽬における地域志向取組 - - - -
地域共創型学⽣プロジェクト（ちゅらプロ） - - - -

サテライト・イブニング・カレッジ事業（RSEC） - - - -

知のふるさと納税事業 - - - -
地域協働萌芽プロジェクト⽀援 - - - -
琉球⼤学未来共創フェア関連経費 - - - -
地域貢献事業循環型モデル検討・調査等 - - - -
戦略的地域連携推進に係る運営・⽀援(⾮常勤職員
⼈件費)
戦略的地域連携推進に係る運営・⽀援(物件) 1,500,000 171,087 1,328,913 11% アクティブシンクタンク学内負担
アドバイザリースタッフ派遣事業 3,500,000 3,500,000 - - アクティブシンクタンク学内負担 教育学部に配分済み

計 7,890,000 6,561,087 1,328,913 -

３．機能強化経費（戦略３「アクティブ・シンクタンク」）（21,409千円）
財源 ⽬的 配分額(R2) 執⾏済額 予算残⾼ 執⾏率 備考
⼤学運営費（交付⾦）
（21,409千円）

⾮常勤教員給与 21,409,000 11,591,150 9,817,850 54.14%
特命教員３名分（※うち１名分は4~6⽉までの⽀出、残り9か⽉は研
究推進機構が⽀出）。

⾮常勤職員給与
教育基盤経費 0 280,871 -280,871 - ⼈件費から補填

計 21,409,000 11,872,021 9,536,979 55.45%

令和２年度　地域連携推進機構予算執行状況(2020.10.7現在)

地域志向活動トライアル経費

地域連携⽀援体制構築強化経費
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学 内 経  第 ５ ４ 号

令 和 ２ 年 １ ０ 月 ５ 日

各予算責任者  殿

（医学部・病院及び附属図書館を除く）

財 務 部 長

（公印省略）

令和２年度予算の適正執行に係る各種期限について（通知）

日頃から会計処理等についてご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。

今年度予算（運営費交付金及び外部資金）に係る購入等依頼及び、旅費・謝金に

係る関係書類の提出期限について、別紙のとおりお知らせします。

なお、各部局におかれましては経費節減を念頭に計画的な予算執行に努めていた

だき、年度末に集中することがないよう、ご協力よろしくお願いします。

※ 別紙の提出期限にかかわらず、既に物品の納入及び役務の完了、出張並びに講

演・実習等が完了している分については、速やかに関係書類の提出をお願いしま

す。

※ 個々の契約に基づき研究期間が定められている外部資金については、各担当者と

随時調整願います。

問い合わせ先（経理課）

【物品・役務担当】

契約第一係 内線８４１４

契約第二係 内線２８１４

契約第三係 内線８０５７

【旅費・謝金担当】

旅費・謝金係 内線８０５９
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別 紙

【物品・役務】

◇ 運営費交付金 ： 一件の総額が５００万円以上（一般競争入札）の購入依頼

◇ 外 部 資 金 ： 一件の総額が１００万円以上の購入依頼

購入依頼期限 ： 令 和 ２ 年 １ １ 月 ２ ０ 日 （ 金 ）

◇ 全ての財源による、一件の総額が１０万円以上の購入依頼、または

パソコン・印刷物（どちらも金額にかかわらず）の購入依頼

※ 発注から納品まで１カ月以上を要する場合があり、年度内に納品

されない可能性があるため

購入依頼期限 ： 令 和 ３ 年 １ 月 ２ ２ 日 （ 金 ）

◇ 全ての財源による、物品・役務の購入依頼

※ これ以降は財務会計システムへの購入依頼も入力できなくなります

購入依頼期限 ： 令 和 ３ 年 ２ 月 ２ ６ 日 （ 金 ）

◇ 全ての財源にかかる、執行関係書類の経理課への提出期限

※ 見積書、納品書、請求書、完了報告書など

書類提出期限 ： 令 和 ３ 年 ３ 月 ５ 日 （ 金 ）

【旅費・謝金】

◇ 旅費の概算払い（外国出張もしくは長期出張（１週間以上）の場合）に係る

関係書類の経理課への提出期限

提出期限 ： 支払希望日の２週間前

◇ 旅費・謝金の精算払いに係る関係書類の経理課への提出期限

２月の旅費・謝金 提出期限 ： 令 和 ３ 年 ３ 月 ５ 日 （ 金 ）

３月の旅費・謝金 提出期限 ： 令 和 ３ 年 ４ 月 １ 日 （ 木 ）

※ 外国への出張・招聘は、渡航情報に注意し、事前に情報の収集を

お願いします

※ ３月の旅費については出張終了後に早め（帰任後、翌々日まで）に

関係書類を提出して下さい

※ 年度をまたぐ旅費については、事前に旅費・謝金係と調整願います
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学内企第１５４号 

令和２年１０月６日 

各 予 算 責 任 者 殿 

施 設 運 営 部 長 

（公 印 省 略） 

令和２年度工事執行依頼書等の提出期限について（通知） 

 施設運営部の工事・修繕等については、日頃からご協力いただきありがとうございま

す。 

さて、貴部局等で令和２年度内に執行を予定されている工事等については、公共工事

として適切な執行を求められており、資材の納期、工事期間等を考慮するとともに、業

務の集中化を避けるため、早期に執行する必要があります。 

つきましては、貴部局等からの工事執行依頼書等の提出期限を別表のとおりとします

ので、ご協力及び貴部局等関係者に周知方よろしくお願いします。 

なお、本年度の修繕に係る財源については、本学当初予算が例年になく厳しい状況と

なっており、修繕依頼の検討に当たっては、緊急性等を十分に精査され、提出いただき

ますようお願いします。 
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別表 

予 定 価 格 依 頼 内 容 期  限 備 考 

２５０万円以上 

工事 

工事執行依頼書（Ａ） 令和２年１０月２３日 

左記の提出期限に関わらず、令

和３年２月末までに完了しない工

事等については、次年度以降の

執行になります。（特に物品の購

入に伴い、工事が必要となる場

合にご注意ください。） 

（Ａ）に係る購入依頼の財務会計システムへの入力 令和２年１０月３０日 

修理 修繕依頼書 令和２年１１月１３日 

２５０万円未満 

工事 

工事執行依頼書（Ｂ） 令和２年１２月２３日 

（Ｂ）に係る購入依頼の財務会計システムへの入力 令和３年 １月１５日 

修理 修繕依頼書 令和３年 ２月１２日 

左記の提出期限に関わらず令和

３年２月１６日以降の緊急性がな

い修繕依頼については、次年度

以降の執行となります。 
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第４回琉大未来共創フォーラム 

首里城再興学術ネットワークシンポジウム 2020 

日時：令和 2 年 10 月 10 日（土）13:30～16:00（13:00 開場） 
会場：沖縄県立博物館・美術館３階 講堂 
   及び YouTube チャンネルにて LIVE 配信（11/11 まで動画配信予定） 
プログラム：別添のとおり 

会場参加者数：76 名 
WEB 配信視聴回数：10/10(土)～10/12(月) 566 回 

開会の挨拶： 
西田琉球大学長 

基調講演：高良 倉吉 氏 

基調講演：下地 芳郎 氏 

研究プロジェクトについて： ①小野 尋子 准教授  ②越智 正樹 教授
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③ 平良 渉 研究員 ④カストロホワンホセ 教授

パネルディスカッション 

ファシリテーター：
木暮琉球大学理事

登壇者記念撮影 
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第４回琉大未来共創フォーラム 

首里城再興学術ネットワークシンポジウム 2020 
プログラム 

日  時： 2020年 10月 10日（土）13：30～16：00 
会  場： 沖縄県立博物館・美術館 3 階講堂 
総合司会： 小島 肇（琉球大学地域共創企画室特命准教授） 

東 香純（琉球大学企画調整役付専門職員） 

来場参加者の皆さまを対象に、本日のシンポジウム講演者や琉球大学の取組
に対するご質問を受け付けいたします。 
第３部開始５分前に締め切りますので、それまでに送信ください。 

こちらのフォームからお送りください。 

読み取れない場合はこちら⇒https://onl.tw/vS6DH7V 

13:15～13:30 受付 

13:30 開会 

挨拶 国立大学法人琉球大学学長 西田 睦 

13:35～14:35【第 1 部】基調講演 「首里城 －平成の復元、令和の再興－」 
首里城復元に向けた技術検討委員会の委員長を務める高良氏と首里城復興基本計画

に関する有識者懇談会の座長を務める下地氏から、平成の復元の意義、令和の再興の方
向性について伺う。 

「首里城復元のコンセプト」 
高良 倉吉（琉球大学名誉教授） 

【演者紹介】沖縄史料編集所専門員、沖縄県立博物館主査、浦添市立図書館長を経て、
琉球大学法文学部教授。博士（文学、九州大学）。定年退職後の 2013 年４月から 2014
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年 12 月まで沖縄県副知事を務めた。琉球史の専門家として首里城復元事業に委員とし
て参加。首里城焼失後に沖縄総合事務局に設置された「首里城復元に向けた技術検討委
員会」の委員長として首里城復元に尽力。  

【講演概要】琉球王国の象徴的存在であった首里城を、様々な分野の多数の専門家や技
術者が参画して甦えらせたのが前回の復元（平成の復元）であった。30 数年の歳月を
かけて完成したにもかかわらず、その主要施設は火災により焼失した。前回の蓄積をふ
まえ、新知見による修正を加えつつ新たな復元（令和の復元）が始まっている。この２
つの復元事業に関与する者として、特に琉球史の立場から復元の主なコンセプトについ
て説明したい。  

「首里城復興に向けての取り組みと課題 」 
下地 芳郎（一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー会長） 

【演者紹介】沖縄県観光政策統括監を経て 2013年 3 月に県を退職、琉球大学教授とし
て観光産業科学部長と大学院観光科学研究科長を経て 2019 年 6 月から現職。主著「沖
縄観光進化論」。首里城焼失後に沖縄県に設置された「首里城復興基本方針に関する有
識者懇談会」の会長として沖縄県が進める「首里城復興基本方針」の取りまとめに尽力。 
【講演概要】首里城正殿等の焼損から 1年近く経過し、首里城復興に向けての取り組み
が本格化してきた。首里城復興基本方針では、「正殿等の早期復元と復興過程の公開」
や「新・首里杜構想による歴史まちづくりの推進など 9 項目を定めている。現在、復興
に向けた具体的な施策や工程表を盛り込んだ基本計画の策定に向けて有識者懇談会で
議論を進めている。首里城の復興プロセスを通して、沖縄の持つ「文化力」を世界に発
信することが重要である。  

14:35～14:45 休憩 

14:45～15:30【第 2 部】首里城再興学術研究プロジェクト 
琉球大学学内公募により選定された４つの研究プロジェクトについて、担当する研究

者から研究概要を紹介する。  

「複層的な首里歴史まちづくり －城下町首里の都市形成史－ 」 
小野 尋子（琉球大学准教授） 

【演者紹介】筑波大学社会工学研究科で博士号（社会工学）を取得。技術士（建設部門・
都市及び地方計画）。都市計画、ランドスケープ、土地利用計画などを専門とする。現
在、琉球大学工学部工学科建築工学コース准教授。 
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【講演概要】首里城下町は、本土の城下町とは異なるユニークさを有している。そこで、
古地図など歴史的な資料をベースに、首里の歴史的市街地がどのように変遷し現在のま
ちへと至ったのかを調査研究することで、首里城下町の仕組みや成り立ちなどについて
解明する。 

「複層的な首里歴史まちづくり －歴史資源の多元性と新たな地図化－」 

越智 正樹（琉球大学教授） 

【演者紹介】京都大学大学院農学研究科で博士号（農学）を取得。観光社会学、地域社
会学、農村社会学を専門とする。現在、琉球大学 国際地域創造学部観光地域デザインプ
ログラム 教授。
【講演概要】首里城を中心とした首里のまちの再興に向けて、その歴史資源の活用のあ
り方の検討に資するため、地域の記憶に残る私的な歴史を住民調査に基づいて明らかに
し、それと公的な歴史とを合わせた新たな「地図」ツールを作成して、そのモニター調
査を通じて人々がどのようなものを「歴史資源」として志向しているかを分析する。

「非破壊的な理化学分析による首里城瓦の製作技術の変遷の解明」 
平良 渉（琉球大学ポスドク研究員） 

【演者紹介】琉球大学理工学研究科で博士号（理学）を取得。分子生理学、放射線生物
学などを専門とする。現在、琉球大学研究基盤センターポスドク研究員。 
【講演概要】首里城瓦の製造技術の歴史的変遷を明らかにするため、琉球大学博物館（風
樹館）に収蔵されている 14～18 世紀の首里城古瓦と昨年の火災で焼け残った瓦（破損
瓦）を用いて非破壊的な理化学分析を行う。本研究は沖縄県工業技術センターとの共同
研究として実施し、同センター所有の最新型産業用 X 線 CT スキャナーにより、瓦の断
面や内部構造も解析する。 

「首里城正殿再建に使用する県産木材の基準強度評価プロジェクト」 
カストロ ホワン ホセ（琉球大学教授）

【演者紹介】筑波大学工学研究科で博士号（構造工学）を取得。防災工学、建築構造・
材料、構造工学・地震工学・風土工学などを専門とする。現在、琉球大学工学部工学科
建築学コース教授（島嶼防災研究センター長）。 
【講演概要】県産木材のウラジロガシやイヌマキは、市場に出回ることも少ないため基
準強度が定まっていないのが現状である。そこで、県産木材の首里城正殿使用に資する
ため、実際の復元工事に使用する際に必要となる木材の基準強度を明らかにする。 
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15:30～15:40 休憩 

15:40～15:55【第 3 部】総合討論 「学術ネットワークの拡大に向けて」 
ファシリテーター：木暮 一啓（琉球大学企画・研究担当理事・副学長）

首里城の焼失によって再確認された沖縄の歴史と文化、ステークホールダーと研究者
の新たな繋がり、再興に向けた各界の動きなどを踏まえて学術ネットワークとしての
「繋がり」と「広がり」について会場と登壇者との間で意見交換する。 

16:00 閉会 

◆琉大未来共創フォーラムに関するアンケートご協力のお願い◆
「第４回 琉大未来共創フォーラム-首里城再興学術ネットワークシンポジ

ウム 2020-」にお越しいただきまして、誠にありがとうございました。本日
のフォーラムや今後のフォーラムについて、皆様の率直なご意見・ご感想を
お聞かせ下さい。

ご回答はこちらからよろしくお願いいたします。 

読み取れない場合はこちら⇒ https://bit.ly/3ngluZp 
 お寄せいただいたご意見・ご感想は、今後の本学の取り組みの参考とさせ
ていただきます。 
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ﾌｫｰﾗﾑ概 要

【テーマ】

アメリカで医師として生きる

【ロッキーチャレンジ賞】
仲村巌氏（日産ディーゼル元社長）は「外界志向」「志」「チャレンジ精神」をキーワードに
前進する人々を応援する基金を２０１０年に設立しました。 第１１回ロッキーチャレンジ賞
を金城氏に授与します。

令和2年11月7日(土) 13:00～14:00

・ロッキーチャレンジ賞 授与式
・金城さくら氏 講話

日時

＜略歴＞
沖縄県沖縄市出身。1994年琉球大学医学部医学科卒業（8期生）。

在沖縄米国海軍病院インターン、テキサス大学ヒューストン校麻酔
科レジデント、カリフォルニア大学デービス校疼痛管理フェロー等を
経て、2002年から2005年まで琉球大学医学部麻酔科助手として在
籍。その後、2005年にカリフォルニア大学サンフランシスコ校麻酔
科学講座講師に着任。2009年から同大学整形外科病院麻酔科部
長に就任。助教授を経て、2015年から現職。

地域とともに豊かな未来社会をデザインする大学

お問い合わせ ：琉球大学 総合企画戦略部 地域連携推進課 企画係
TEL：098-895-8997 FAX：098-895-8185 Email：chikikaku@acs.u-ryukyu.ac.jp

「琉大21世紀フォーラム」は第100回の開催をもちまして、名称を「琉大未来共創フォーラム」に変更しました

Island wisdom, for the world , for the future.

講演者・2020年ロッキーチャレンジ賞受賞者

金城 さくら
きんじょう

第５回 琉大未来共創ﾌｫｰﾗﾑ

オンラインでLive配信します。
https://www.youtube.com/channel/UCp7kCLEEARRcjEBGygkIjRg

こちらのYouTubeチャンネルからご覧ください

参加無料・
事前申込不要

(カリフォルニア大学サンフランシスコ校麻酔科学講座臨床教授)

医師の留学には臨床留学と研究留学がありますが私は臨床研修をする為
に渡米しました。アメリカにおける臨床留学はアメリカの医学生と同じ試験を
合格しなければ入れない厳しい道です。医学の知識、技術の習得は当然重
要ですが、留学で最も大切な事は見聞を広め、世界をより身近に感じ、また
日本を外から眺められるようになる事だと思います。コミュニケーション及びト
ランスポテーション技術の進歩により世界は段々と狭くなってます。それにも
かかわらずアメリカにおける日本人医師留学生は少なく、研修終了後に上級
医として働く医師はさらに少数です。

医療の世界においてもグローバルに通用、活躍できる人材が大切になって
きています。今回は私の体験談を通してアメリカの医療現場、アカデミアの状
況をお話し致します。
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https://www.youtube.com/channel/UCp7kCLEEARRcjEBGygkIjRg
kikaku01
テキストボックス
報告３



参考資料１

地域連携推進機構運営会議 委員名簿

（令和２年４月１日時点）

所属・職名 氏名 区分 備考

1
機構長

（理事・副学長（地域貢献・国際交流・広報）） 牛窪
うしくぼ

　潔
きよし

１号委員

2
副機構長

（副学長・副理事（地域連携担当）） 竹村
たけむら

　明洋
あきひろ

２号委員

3
地域共創企画室長

（地域共創企画室　教授） 背戸
せ と

　博史
ひろふみ

３号委員

4 地域共創企画室　准教授 柴田
し ば た

　聡史
さ と し

４号委員

5 総合企画戦略部 地域連携推進課長 仲里
なかざと

　隆司
りゅうじ

５号委員

6 地域共創企画室　特命准教授 小島
こ じ ま

　肇
はじめ

６号委員

7 地域共創企画室　特命准教授 島袋
しまぶくろ

　亮道
あきみち

６号委員

8 地域共創企画室　特命准教授 畑中
はたなか

　寛
ひろし

６号委員

9 総合企画戦略部長 満尾
み つ お

　俊一
しゅんいち

６号委員

「国立大学法人琉球大学地域連携推進機構規則」より

（運営会議の組織）

第１６条 運営会議は，次に掲げる委員で組織する。

（１）機構長

（２）副機構長

（３）室長

（４）専任教員

（５）総合企画戦略部地域連携推進課長

（６）その他機構長が必要と認めた者

２ 前項第６号の委員の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，欠員が生じた場合の後任者の任期は，前任者の
残任期間とする。
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